
令和７年度「交通空白」解消等リ・デザイン全面展開プロジェクト

モビリティ人材育成事業ワークショップ



プログラム趣旨
本プログラムは、行政・交通事業者・まちづくり関連団体のみなさま、さらには、本町の将来を担う
学生を対象に、地域公共交通や買い物サービスなど、データを活用した持続可能な交通経営、施策立案が
できる人材を育成していくことを目的として実施するワークショップです。
本日が、みなさまにとって「持続可能な買い物サービス」について考えるきっかけになれば幸いです。

開催回 内容 開催時期 参加者

第1回
新上五島町の観光交通

主要産業である観光振興につながる
新たなモビリティ・サービスについて考える 2025/10/23(木) 地元事業者

＋高校生

第2回
新上五島町の
買い物サービス

新上五島町の買い物弱者に向けた
持続可能な買い物サービスについて考える 2025/11/26(水) 地元事業者

第3回
未定 未定 12月予定 地元事業者

＋高校生

テーマ

はじめに
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本日の開催にあたって

本日はお忙しい中、ご参加いただきありがとうございます。

新上五島町では、高齢化に伴う買い物弱者の増加が大きな課題となっており、
新上五島町における持続可能な買い物サービスを構築することが、
町の存続のためには不可欠だと考えています。

そしてそれはどこか1者がすべてを担うのではなく、町内の事業者の皆様のご協力が必要だと思っています。

本日の会が町内における買い物課題を共通認識とし、
新上五島町における持続可能な買い物サービスを考え始めるきっかけとなることを願っております。

新上五島町長 石田信明

はじめに
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第2回：新上五島町の買い物サービス
町内の買い物弱者に向けた持続可能な買い物サービスについて考える



本日の流れ

１）データ活用の重要性について

２）データで見る新上五島町の買い物課題

３）新上五島町の買い物サービスの現状

４）買い物サービスの先行事例共有

5）新上五島町の買い物サービスの
あるべき姿についてディスカッション

13:30～14:10

14:20～15:00

14:10～14:20（休憩：10分）
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本日の流れ

１）データ活用の重要性について

２）データで見る新上五島町の買い物課題

３）新上五島町の買い物サービスの現状

４）買い物サービスの先行事例共有

5）新上五島町の買い物サービスの
あるべき姿についてディスカッション
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デジタル技術でできること

 交通系ICカード / 携帯電話 / クレジットカード / マイナンバーカード など、
身の回りの情報はデータ化されている。

 国や自治体は、これらの「ビックデータ」を活用し、「人の動き」を数値化、
地域課題の把握や課題解決の検討を実施

▲携帯×交通データを組み合わせたサービス
（時間帯別にどこにどのくらい人がいるのか？）

▲携帯データを活用した人流の可視化サービス
（時間帯別にどこにどのくらい人がいるのか？） 7



データを用いてできること

 データの活用で、「実態把握・予測」→「対策」→「評価」が可能
 データを分析することで、まちの今・未来の健康状態が可視化できる

STEP1

STEP2

STEP3

数字から現状の実態を正しく把握・予測する

数字から見えた現状の課題に対する対策を検討する

対策によって得られた実績数字をもとに評価する

今回のWSはここ
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本日の流れ

１）データ活用の重要性について

２）データで見る新上五島町の買い物課題

３）新上五島町の買い物サービスの現状

４）買い物サービスの先行事例共有

5）新上五島町の買い物サービスの
あるべき姿についてディスカッション
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新上五島町の実態

「買い物」切り口でどんな課題があるか、新上五島町の「実態」を見てみましょう

POINT①

人口減少
・

高齢化

POINT②

施設分布
・

買い物困難エリア

POINT③

“買い物”
が

もたらす効果
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POINT①

人口減少
・

高齢化

POINT②

施設分布
・

買い物困難エリア

新上五島町の実態

「買い物」切り口でどんな課題があるか、新上五島町の「実態」を見てみましょう

5年で2000人減
5年後は3000人減
ペース加速
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POINT③

“買い物”
が

もたらす効果



人口推移

図 現況・将来人口（住民基本台帳・社人研） 図 地区別人口（住民基本台帳）
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実績値（住民基本台帳） 推計値（日本の将来推計人口）

※実績値：各年4月時点の実績
推計値：R2年国調結果をもとにR5年に推計されたもの
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 人口減少が進み、20年後(R27)には1万人未満・高齢化率60％超の見通し。
 全5地区のうち4地区で、過去5年間に10％以上の人口減少。
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人口分布

図 R2年人口分布（国勢調査） 図 R12年人口分布（社人研） 図 R17年人口分布（社人研）

5年後 10年後

 数年前より人口25人以下の区画が多い若松では、路線バスが廃止に
 今後10年で人口が50人以下となる区画が増える見込み
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人口分布

図 R2年人口分布（国勢調査） 図 R12年人口分布（社人研） 図 R17年人口分布（社人研）

5年後 10年後

 数年前より人口25人以下の区画が多い若松では、路線バスが廃止に
 今後10年で人口が50人以下となる区画が増える見込み

高齢による不自由生活で
買い物サービスに対する

ニーズが多様化
買い物サービスの

需要が増大

やがて・・ このままだと・・

人口減少・高齢化が進むと、

人口減少により
マーケットが縮小
生産人口も減少

既存の
買い物施設・サービス

の維持が困難に
事業者の

負担が大きくなり
島内の

買い物サービスが
崩壊
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新上五島町の実態

POINT①

人口減少
・

高齢化

POINT②

施設分布
・

買い物困難エリア

POINT③

“買い物困難”
が

もたらすこと

「買い物」切り口でどんな課題があるか、新上五島町の「実態」を見てみましょう

町内のほぼ全域が
買い物困難エリアに
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施設分布

図：人口×商業施設

 町内の主要商業施設は15店舗あり、そのほとんどが青方～有川付近に集中。
 商業施設から500ｍ圏外を買い物困難エリアと定義し、困難エリアの人口を算出すると、

約14,000人にのぼり、島民の約8割が買い物困難エリアに住んでいることになる。

図：商業施設のカバー圏域

表 買い物不便地域の人口

人口（人）

R2年の総人口（国調） 17,503

商業施設から500ｍ圏内の人口 3,805

①-②＝買い物困難エリアの人口 13,698

図：商業施設のカバー圏域 16



新上五島町の課題

「買い物」切り口でどんな課題があるか、新上五島町の「実態」を見てみましょう

POINT①

人口減少
・

高齢化

POINT②

施設分布
・

買い物困難エリア
「買い物」には
様々な効果が

17

POINT③

“買い物”
が

もたらす効果



「買い物」がもたらす副次効果

「買い物」には物を得るだけではなく、様々なメリットが存在

買い物の副次効果

・気分転換
・地域の変化を知る
・会話が生まれる
・選択する喜び
・趣味娯楽
・目的外の買い物

個人の便益

・利用増加
・地域コミュニティの醸成
・心の健康
・身体の健康
・生活満足度の向上
・生きがい
・外出意欲の向上

社会的便益

・地域公共交通の維持
・消費による経済効果
・安全な社会の実現
・共助の社会の実現
・閉じこもりの防止
・寝たきりの防止
・医療費の削減

買
い
物

参考：秋田大学大学院「買い物における副次的な価値が高齢者の生きがいにもたらす効果に関する研究」
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本日の流れ

１）データ活用の重要性について

２）データで見る新上五島町の買い物課題

３）新上五島町の買い物サービスの現状

４）買い物サービスの先行事例共有

5）新上五島町の買い物サービスの
あるべき姿についてディスカッション
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新上五島町の買い物サービスの現状

日本における買い物弱者支援事業は大きく下記に分類

買い物の楽しみを
提供するサービス

買い物の不便さを
解消するサービス

近くにお店をつくる
サービス

家まで商品を届ける
サービス

家から出かけやすくする
サービス

先進技術を活用した
サービス

■移動販売
■買い物場の開設

■買い物代行
■宅配・ネットスーパー

■移動手段の提供

■ドローン配送
■遠隔カメラ買い物支援
■ロボット買い物支援

出展：経済産業省「買い物弱者支援事業者事例集」
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新上五島町の買い物サービスの現状

新上五島町においても、
主要な領域をカバーする買い物弱者向けのサービスが複数存在

買い物の楽しみを
提供するサービス

買い物の不便さを
解消するサービス

近くにお店をつくる
サービス

家まで商品を届ける
サービス

家から出かけやすくする
サービス

先進技術を活用した
サービス

■移動販売
■買い物場の開設

■買い物代行
■宅配・ネットスーパー

■移動手段の提供

■ドローン配送
■遠隔カメラ買い物支援
■ロボット買い物支援

新上五島町の
買い物サービスが
カバーする領域

出展：経済産業省「買い物弱者支援事業者事例集」
21



買い物サービスを利用する地域住民の声

地域住民からは「助かっている」という声。
一部、事業者に対してリクエストの声も。

【移動販売について】
■移動販売がないと本当に困る。
せっかくここまで来てくれているし、
これからも継続してもらえるようになるべく利用するようにしている。

■野菜などは見て選びたいので移動販売はうれしい。
■欲しいものをリクエストすると翌週持ってきてくれるので助かる。

【宅配サービスについて】
■重いものなどは宅配サービスが便利。
■日々の食材などは移動販売、
買い溜めておけるものは宅配サービスなど、使い分けている

【副次効果について】
■移動販売の車が来たらみんな集まるので、
滅多に会わない人に会えることもあってうれしい。

■人としゃべることによって頭の体操になる。

【その他】
■日が近いと買えるものがないので、
事業者ごとの曜日をバラしてほしい。

■移動販売は前に売れると品物が残っていない。
■小さくて日持ちするものがあると嬉しい。
■冷凍食品があると嬉しい。
■夏はアイスクリームが食べたい。
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買い物サービス事業者からの声

“地域のために”という想いはあるも、
事業としては利益が出ないと継続ができず、持続可能性には不安も残る。
島内の高齢化が進むも、利用者は減少傾向に。

〈維持の課題〉
■地域のためにという想いはあるが、
人件費や物価、ガソリン代の高騰等で、維持費が大変。

■車の故障への対応などにも苦労がある。
■狭い道も多いので、軽自動車が望ましいが、積載量が少ない。

〈認知の課題〉
■曜日を変更した際、周知に苦労がある。
■サービスを知らない人も多く、認知の獲得は課題。
■高齢者の死去などで利用者は減っている。

〈その他〉
■事業者間の連携や、集まる機会がない
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新上五島町の買い物サービスのあるべき姿について

新上五島町の買い物サービスのあるべき姿について考える

未来のこと 困りごと

本日のゴール
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新上五島町の買い物サービスのあるべき姿について

新上五島町の買い物サービスのあるべき姿について考える

未来のこと 困りごと

本日のゴール

↑
これは後ほど

まずは…
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新上五島町の買い物サービスのあるべき姿について

新上五島町における
「買い物課題」を共通認識にしたい
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新上五島町の買い物サービスのあるべき姿について

■今のお困りごとや、こうだったらいいのに…など、
事業者の皆さんがいま抱えている課題を教えてください！

①皆さんから見て、お客様が困っていること〈住民視点〉
②皆さんがやりたいことに対して困っていること〈事業者視点〉

視点
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ワークシート
①皆さんから見て、お客様が困っていること〈住民視点〉 ②皆さんがやりたいことに対して困っていること〈事業者視点〉



本日の流れ

１）データ活用の重要性について

２）データで見る新上五島町の買い物課題

３）新上五島町の買い物サービスの現状

４）買い物サービスの先行事例共有

5）新上五島町の買い物サービスの
あるべき姿についてディスカッション
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本日の流れ

先行事例の共有の前に…

30



新上五島町の買い物サービスの未来

事業者A 事業者B 事業者C 事業者D

未来理想①

各事業者がそれぞれ単独で
買い物サービス・他事業を拡大し、
持続可能な買い物サービスを提供する

売上
拡大

売上
拡大

売上
拡大 売上

拡大

現在
現在

現在 現在
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新上五島町の買い物サービスの未来

事業者A 事業者B 事業者C 事業者D

未来理想②

多くの事業者に共通する共創領域は
事業者が連携し負担を分散、
事業者の負担を下げ、
得られたリソーセスを競争領域にあて、
持続可能な買い物サービスを提供する。

共創領域
(インフラ等)

競争
領域 競争

領域

競争
領域 競争

領域
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新上五島町の買い物サービスの未来

事業者A 事業者B 事業者C 事業者D

未来理想②

多くの事業者に共通する共創領域は
事業者が連携し負担を分散で
事業者の負担を下げ、
得られたリソーセスを競争領域にあて、
持続可能な買い物サービスを提供する。

共創領域
(インフラ等)

競争
領域 競争

領域

競争
領域 競争

領域
人口減少・高齢化が進む新上五島町

こちらの“共創モデル”が
目指すべき形になる可能性が高い
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本日ご紹介する先行事例

「共創モデル」事例

買い物の楽しさを提供する買い物サービス 事例

先進技術活用 事例

①

②

③
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本日ご紹介する先行事例

「共創モデル」事例

買い物の楽しさを提供する買い物サービス 事例

先進技術活用 事例

①

②

③
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共創モデル | 奈良市買い物支援ネットワーク(奈良市)

出展：内閣官房・内閣府総合サイト
36



共創モデル | どんどん市場(一般社団法人よしの)

出展：経済産業省「買物困難者対策に資する新たな流通事業コンテスト事例集」
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共創モデル | ちっごいきいき宅配チャレンジ会(任意団体)

出展：経済産業省「買物困難者対策に資する新たな流通事業コンテスト事例集」
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共創モデル | このまち市場(トヨタ・コニック・プロ株式会社)

出展：経済産業省「買物困難者対策に資する新たな流通事業コンテスト事例集」
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本日ご紹介する先行事例

「共創モデル」事例

買い物の楽しさを提供する買い物サービス 事例

先進技術活用 事例

①

②

③
40



買い物の楽しさ | S_mart(Int mart design株式会社)

出展：経済産業省「買物困難者対策に資する新たな流通事業コンテスト事例集」

41



買い物の楽しさ | RemoPick® (TOPPAN株式会社)

出展：経済産業省「買物弱者支援事業者事例集」

42



本日ご紹介する先行事例

「共創モデル」事例

買い物の楽しさを提供する買い物サービス 事例

先進技術活用 事例

①

②

③
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先進技術活用 | 自動配送ロボット(トヨタ・コニック・プロ株式会社)
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先進技術活用 | 無人移動販売ロボット(京ｾﾗｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ株式会社)

出展：経済産業省「買物弱者支援事業者事例集」
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先進技術活用 | ドローン・UGV配送(株式会社eロボティクス)

出展：経済産業省「買物困難者対策に資する新たな流通事業コンテスト事例集」
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本日の流れ

１）データ活用の重要性について

２）データで見る新上五島町の買い物課題

３）新上五島町の買い物サービスの現状

４）買い物サービスの先行事例共有

5）新上五島町の買い物サービスの
あるべき姿についてディスカッション
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新上五島町の買い物サービスのあるべき姿について

新上五島町の買い物サービスのあるべき姿

未来のこと 困りごと
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新上五島町の買い物サービスの未来

未来理想①

各事業者がそれぞれ単独で
買い物サービス・他事業を拡大し、
持続可能な買い物サービスを提供する

事業者A 事業者B 事業者C 事業者D

売上
拡大

売上
拡大

売上
拡大 売上

拡大

現在
現在

現在 現在
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新上五島町の買い物サービスの未来

■利用者の増加
⇒もっと多くの人に使ってもらうにはどうしたらいい？
⇒どんな人なら使ってくれそう？
⇒どんなシーンなら使ってくれそう？

■利益の増加
⇒もっと買ってもらうにはどうしたらいい？
⇒かかっているコストを抑える方法はある？

■顧客満足度の向上
⇒お客様にもっと満足してもらうためにはどうすればよい？

未来理想①：単独での事業拡大
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ワークシート
持続可能なサービスを提供するためにできそうなことは？



新上五島町の買い物サービスの未来

先ほどのワークの中で、
これがやれるといいけど、

「ハードル高いな…」というアイデアは
ありませんでしたか？
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新上五島町の買い物サービスの未来

事業者A 事業者B 事業者C 事業者D

未来理想②

多くの事業者に共通する共創領域は
事業者が連携し負担を分散で
事業者の負担を下げ、
得られたリソーセスを競争領域にあて、
持続可能な買い物サービスを提供する。

共創領域
(インフラ等)

未
来
競争
領域 競争

領域

競争
領域 競争

領域
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新上五島町の買い物サービスの未来

事業者A 事業者B 事業者C 事業者D

共創領域
(インフラ等)

未
来
競争
領域 競争

領域

競争
領域 競争

領域

未来理想②：共創・競争

■例えば、何は共創領域にできる？
■例えば、何は競争領域にするべき？
■仮にこのモデルを新上五島町でやるとき、
障壁になりそうなことは？

■一番小さく共創領域を作るとしたら何？
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ワークシート
共創モデルを新上五島町でやるとすると？



新上五島町の買い物サービスの未来

事業者A 事業者B 事業者C 事業者D

共創領域
(インフラ等)

未
来
競争
領域 競争

領域

競争
領域 競争

領域

未来理想②：共創・競争

■今まで考えたことの中で、
行政に支援してもらえると嬉しいことはある？
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ワークシート
行政にサポートしてほしいことは？



最後に

今日のワークショップの感想を
おねがいします
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